
令和７年度 英語教育推進事業（岐阜地区） 瑞穂市立巣南中学校

掲載資料 ① 単元指導計画 ② 本時の展開案

主張点❶
単元を貫く「やってみたい」を引き出す課題の設定

主張点❷
思う存分学ぶことができる「生徒に学びをゆだねる時間」

言語活動の導入と中間で、生徒自身で学びを進めたり深めたりする手立てがあります！

目的・場面・状況に応じて、英語でコミュニケーションすることができる生徒の育成
～相手意識・目的意識を明確にした言語活動を通して～

〇課題化の場面で目的・場面・状況を明らかにし、小中連携も踏まえた身近な内容にしたことで、生徒の「やってみたい！」を引き出すことができた。
〇マッピングを活用して情報整理をしたことで、キーワードを活用しながら相手に合わせて発信内容や伝え方を変えることができたり、交流の中でカラーペンを使

用することで、変容に気付くことができた。また、教師も変容を見届け、評価につなげることができた。
●目標とする姿により近づけるために、生徒が深めた思考を必ず再構築する時間をつくり、順序立てて伝える力を付けさせる必要がある。

生徒それぞれが、
自分に合った方法で考えをまとめる

友達に話して自分の英語で伝わるか
確認したり、内容を深めたりする

伝えたい内容を自分で決定

単元の導入と終末における生
徒の意識を描き、単元内で生徒
の意識を変容させる言語活動を
毎時間設定する。






